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M
開広

漁
村

減

十
一
一
月
か
品

低
所
得
者

毛主

世
帯

凶
所
得
額
九
万
円
と
当
該

世
世
切
に
属
す
る
世
帯
主
を

除
く
被
保
険
者
数
に
一
万

五
千
円
を
か
け
て
得
た
額

と
の
合
算
額
以
下
の
世
帯

ニ
、
減
税
額

対
象
世
帯
一
世
帯
当
り
の
軽

減
額
は
、
次
の
引
と
凶
の
合

計
額
で
す

山
昭
和
三
十
七
年
度
保
険

税
均
等
割
額
二
百
七
十
円

に
、
一
の
山
の
世
帯
に
つ

い
て
は
、
十
分
の
六
。
一

の
凶
の
世
帯
に
つ
い
て
は

十
分
の
回
を
か
け
て
得
た

額
に
、
そ
の
世
帯
に
属
す

国
民
健
康
保

険
は
、
い
ろ
い

ろ
と
改
善
が
行

わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
本
年
度

は
、
世
帯
主
の

七
割
給
付
と
共

に
最
も
注
目
さ

れ
て
お
り
ま
し

た
低
額
所
得
者

に
対
す
る
保
険

税
の
減
税
が
次

の
通
り
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な

t'~ 

報機

tJ.宝?主幸a
り
ま
し
た
。

で
対
象
世
帯

山
所
得
額
九
万
円
以
下
の

麗~

公
衆
に
著
し
〈
迷
惑
を
か
け

O

お
祭
り
や
娯
楽
的
な
催
物

る
暴
力
的
不
良
行
為
等
の
防
止
な
ど
、
人
が
集
ま
る
場
所
で

に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
昭
わ
ざ
と
、
人
を
押
し
の
け
た

和
三
十
八
年
十
一
月
十
日
か
ら
り
、
物
を
投
げ
込
ん
だ
り
し

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
て
混
乱
を
起
さ
せ
る
よ
う
な

た

。

行

な

い

。

と
の
条
例
は
、
道
路
、
公
園
門
押
し
売
り
等
の
禁
止
出

劇
場
、
飲
食
庖
な
ど
の
公
共
の
。
物
を
売
っ
た
り
、
直
し
た

場
所
ゃ
、
汽
車
、
電
車
な
ど
の
り
、
広
告
や
寄
附
の
募
集
を

公
共
の
乗
物
な
ど
で
み
な
さ
ん
す
る
と
き
に
乱
暴
な
こ
と
を

に
迷
惑
や
不
安
を
与
え
て
い
る
い
っ
た
り
、
あ
る
い
は
断
つ

暴
力
的
な
迷
惑
行
為
を
取
締
り
て
も
帰
ら
な
い
こ
と
。

み
な
さ
ん
の
明
る
〈
平
和
な
生

O
頼
み
も
し
な
い
の
に
物
を

活
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

L

1

明
る
く
平
和

生

れ

た

も

の

で

、

次

の

よ

う

な

エ

1
f

行

為

を

禁

止

し

て

い

ま

す

。

除

持

団

地

臨

時

門
ぐ
れ
ん
隊
行
為
等
の
禁
止
M

M

盟
友
百
四
品

υ
人
に
な
ん
く
せ
や
、
い
い

が
か
り
を
つ
け
た
り
、
す
ご

み
を
・
き
か
せ
た
り
す
る
行
な
配
っ
た
り
、
直
し
た
り
し
て

い

そ

の

代

金

を

し

つ

こ

く

請

求

ω
女
性
に
対
し
て
、
ひ
や
か
す
る
こ
と
。

し
た
り
、
わ
い
談
を
い
っ
た
門
パ
チ
シ
コ
景
品
買
の
禁
止
凶

り
、
体
を
さ
わ
る
な
ど
し
て
@
パ
チ
γ
コ
屋
の
庖
内
や
そ

恥
か
し
い
思
い
や
不
安
な
気
の
附
近
で
、
う
ろ
つ
い
た
り

持
を
与
え
る
行
な
い
。
存
か
ら
パ
チ
シ
ゴ
玉
や
パ
チ

(毎月l回発行)回
一

ハU

一

円
ぷ
一
一

月
一

門
ノ
山
田

ー占一
隼
一

円
む
血

門

ペ

〉

司

和一
昭
一

(ー)

L 

J 
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同
亡
し
て
お
、
り
、
最
も
死
亡
の
一
厚
生
省
で
ま
と
め
ら
れ
た
人

少
な
い
七
月
、
八
月
の
約
一
二
口
動
罪
評
で
、
昭
和
三
十
七

七
倍
に
あ
た
り
ま
す
。
一
年
一
月
か
ら
同
年
十
二
月
ま
で

死
亡
者
の
数
を
農
村
と
都
市
一
の
一
年
分
の
集
計
に
よ
っ
て
、

と
を
比
べ
ま
す
と
、
農
村
は
、
一
出
生
、
死
亡
、
お
よ
び
死
因
別

都
市
の
ニ
一
倍
か
ら
二
、
五
倍
と
一
死
亡
を
抜
き
出
し
て
お
伝
え
致

な
っ
て
い
ま
す
。

τま
し
ょ
う
。

方

む

仁

叩

け

れ

ば

旦

ト

目

十

七

日

の

出

生

数

は

は

詩

行

詰

間

四

時

機

会

が

多

い

と

と

な

ど

が

原

因

百

六

十

二

万

で

、

は

、

十

四

こ

さ

れ

て

い

ま

す

。

百

年

に

く

ら

べ

人

九

日

刊

誌

刊

誌

も

れ

い

M
U
M
m
1
2
K
Mな
こ

拭

ト

ド

旧

日

誌

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
十
外
の
便
所
は
一
番
、
け
工
、

i

f

5

訊

じ

で

す

。

一

月

頃

か

ら

ふ

え

て

、

一

具

さ

れ

て

い

ま

す

。

し

{

三

吋

{

、

れ

訂

概

一

一

、

死

亡

二

月

が

最

高

と

な

り

、

四

月

頃

老

人

を

脳

卒

中

か

ら

守

る

た

一

出

生

率

は

人

生

表

の

昭

和

三

十

七

百

信

長

阻

む

め

に

、

便

所

だ

屋

内

に

作

り

子

千

人

芸

し

に

μ
態
目
立
諒

一

人

の

割

で

脳

卒

中

が

原

因

で

し

ょ

う

。

マ

十

七

人

と

な

諜

ポ

湖

、

前

年

に

く

ら

一

り

ま

し

た

。

本

内

ト

仁

一

.1・

h
E

「
十
ベ
て
、
二
・
一

日

憎

た

の

五

日

目

白

伴

喝

R1MM河
川
口
十

一
の
ベ
ビ

l
ブ

i
l
t
r

一

品

物

却

し

て

七

・

五

人

一
藍
藍
醐
フ
ま
も
一
?
「

τ時
代

を

経

て

よ

rt

の
死
亡
者
と
な

ザ
園
児
圃

4
J
J
C
L
E
F
C
E

一
急
激
な
低
下
を
つ
づ
け
ま
し
た
っ
て
い
ま
す
。

冬

の

間

火

事

は

ち

ょ

っ

と

し

た

荏

ぅ

。

一

が

、

昭

和

三

十

三

年

に

戦

後

一

は

本

県

一

は

、

八

・

五

で

、

全

国

同

一

年

意

か

ら

大

事

が

起

る

の

で

ム

交

通

事

故

が

他

の

月

に

く

ら

べ

一

じ

め

て

の

反

謄

を

み

て

そ

れ

平

均

よ

り

高

く

、

長

浜

町

は

百

中
で
一
番
火
事
の
原
因
と
な
る
も
の
山
十
ニ
月
は
交
通
事
故
の
て
一
段
と
ふ
え
て
く
る
月
で
す
可
来
低
下
傾
向
は
ほ
と
ん
ど

1
五
十
七
人
で
、
千
人
に
対
し

火
事
の
多
わ
た
く
し
た
ち
の
身
近
か
と
最
盛
期
一
秒
急
い
で
一

l

古
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
八
六
人
と
な
り
、
県
平
均
よ

い

季

節

で

こ

ろ

に

い

く

ら

で

も

こ

ろ

コ

生

の

員

仔

年

、

交

通

事

故

の

ト

ッ

プ

一

否

定

年

間

出

生

者

二

万

三

り

も

や

や

高

く

な

っ

て

い

ま

す

?

を

占

め

る

除

行

違

反

(

車

両

)
7五
百
三
十
九
人
で
出
生
率
は
一
二
、
死
因
別
死
亡

い
は
い
い
間
γ訪
日

比

閉

山

…

…

市

川

町

一

円

引

刊

日

吉

川

片

付

ド

戸

川

目

立

科

目

も

灰

に

し

き

口

、

も

え

さ

し

の

不

始

-

一

い

ま

す

。

る

肺

炎

、

気

宮

支

炎

が

目

立

っ

て

し

ま

い

タ

パ

コ

の

す

い

が

ら

、

マ

ノ

て

お

り

、

つ

づ

い

て

、

脳

卒

中

ま

す

の

で

の

ス

リ

が

ら

の

不

始

未

、

刊

、

心

臓

の

疾

患

、

ガ

ン

、

高

血

圧

、

ほ

ん

と

器

の

か

け

っ

ぱ

な

し

、

予

く

り

広

げ

ま

し

ょ

う

な

ど

の

成

人

病

の

順

と

な

っ

て

う
に
お
そ
ツ
の
過
熱
、
ヱ
シ
ト
ツ
掃
小

l

p

い
ま
す

O

M
れ

れ

」

訪

日

目

見

一

小

惑

な

親

切

連

動

」

ぷ

配

引

引

引

川

知

り
合
い
さ
え
よ
け
れ
ば
、
他
人

。

楽

し

く

泳

い

だ

り

、

・

一

は

ど

う

で

も

い

い

と

い

う

気

持

ト

で

遊

ん

で

い

る

の

に

よ

が

あ

り

ま

す

。

の
そ
ば
を
猿
烈
な
勢
で
『
一
東
京
大
学
の
茅
誠
司
(
か
と
ば
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
紹
介
さ
れ
た
た
め
、
各
方
面
に
で
す
か
ら
、
み
ん
な
が
、
ぃ

1
ポ
ト
な
ど
を
主
主
い
じ
)
さ
ん
が
、
こ
の
春
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ほ
ん
と
う
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
の
で
す
つ
も
人
の
た
め
を
思
っ
て
、
ゃ

三
の
卒
業
式
の
と
き
に
、
卒
業
生
に
親
切
に
さ
れ
た
。
ど
う
し
て
。
」

た

り

、

急

回

転

な

ど

一

に

向

っ

て

さ

し

く

気

を

き

か

せ

る

心

使

い

な
ど
し
て
、
手
主
主
「
小
さ
な
習
を
広
め
よ
ア
メ
;
は
親
切
な
の
で
し
ょ
ぎ
ん
は
、
「
小
さ
な
親
切
そ
し
て
受
け
る
担
感
謝
の
心

そ

の

他

の

小

舟

に

の

っ

了

。

」

ぅ

。

」

と

運

動

」

を

と

な

え

ら

れ

た

動

機

と

謙

虚

な

態

度

で

こ

た

え

る

。

品

目

ド

時

日

話

さ

れ

た

の

が

き

っ

か

け

百

川

い

り

計

十

い

れ

れ

河

口

U
守

一

」

ど

れ

い

は

佐

川

町

山

何

十

V
も
し
も
被
害
一
口
に
か
か
っ
一
計
約
一
お
[
し
日
日

h
i駐
日
日
刊
日
い
れ
ば
明
日
一
一
日
1
東
京
に
も
う
け

J
1住
可
よ
い
も
の
と
な
る
で

山
川
、
人
の
被
害
を
見
か
け
十
い
ま
す
。
に
暮
ら
し
よ
〈
な
る
だ
ろ
う
と
そ
し
て
、
だ
れ
に
で
も
で
き
し
ょ

り

一

葦

ぜ

ん

は

こ

の

運

動

を

と

な

考

え

ま

し

た

。

る

親

切

を

み

ん

な

で

や

ろ

う

と

恐
れ
ず
、
め
ん
ど
う
ご
え
ら
れ
た
動
機
に
つ
い
て
、
次
た
ま
た
ま
、
こ
う
し
た
亨
え
い
う
わ
け
で
す
。

い
で
、
い
っ
、
ど
と
で
す
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。
を
、
こ
と
し
の
三
月
二
十
八
日
「
小
さ
な
親
切
運
動
」
は
、

ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
+
一
「
一
一
一
年
ほ
ど
前
の
こ
と
、
今
東
京
大
学
の
ま
干
(
式
で
学
生
た
社
会
道
徳
の
行
き
わ
た
っ
て
い

く
警
察
へ
連
絡
し
て

r
一
は
な
辛
口
中
谷
宇
吉
郎
(
な
か
や
ち
に
話
を
し
、
「
諸
君
は
社
会
る
外
国
で
は
、
習
慣
に
な
っ
て

迷
惑
を
な
く
し
て
、
問
、
一
う
舎
ち
ろ
う
)
先
生
の
お
弟
子
の
小
さ
な
親
切
運
動
の
庁
自
M

い
る
こ
と
な
の
で
す
が
、
日
本

住
み
リ
い
町
を
つ
く
b

一
さ
ん
が
ア
メ
リ
カ
留
学
を
終
え
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
望
み
ま
で
は
、
自
分
さ
れ
よ
け
れ
ば
、

-
て
帰
っ
て
ま
で
、
先
生
に
「
こ
し
た
。
こ
の
話
が
新
聞
な
ど
で
あ
る
い
は
、
自
分
の
肉
親
と
か

11月の人口動態

男 8.36 6 
女 8.94 8 
計 17.3 1 4 

世帯数 4.0 9 4 
(末日現在)

死亡 14
離婚 2 

出生 21
婚姻 13

ジ
コ
の
景
口
聞
を
買
い
取
る
行
プ
を
買
い
集
め
、
利
用
者
に

為

。

一

両

〈

売

り

つ

け

て

利

ざ

や

を

門
不
当
な
客
引
き
の
禁
止
凶
か
せ
ご
う
と
い
う
ダ
ブ
ヤ
行

。
往
来
や
公
園
な
ど
で
、
「
為
。

だ
ん
な
よ
い
所
へ
」
と
か
「
門
ジ
ヨ
パ
ヤ
行
為
の
禁
止
凶

面
白
い
写
真
が
」
な
ど
と
、
。
乗
物
の
座
席
や
行
列
の
順

な
生
活
を

十
_1 11: 
月
十
日

2例
実
施

い
か
が
わ
し
い
誘
い
か
け
や

客
の
持
物
を
取
り
上
げ
た
り

あ
る
い
は
衣
類
を
引
張
る
な

ど
、
あ
く
ど
い
客
引
き
。

門
ダ
ブ
ヤ
行
為
の
禁
止
凶

。
列
車
の
急
行
券
や
寝
台
券

な
ど
手
に
入
れ
に
く
い
キ
ツ

番
を
占
拠
し
て
、
こ
れ
を
人

に
売
り
つ
け
る
と
い
う
ま
こ

と
に
が
め
つ
い
者
を
ジ
ヨ
パ

ヤ
と
い
い
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
行
為

門
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
等
の
暴
走

禁
止
凶

減税例

所得85.000円で5人世帯の場合

270円x6/10=162円x5人=810円
880円×日/10=528円 =528円

合計 1.338円一......・減税額
所得145.000円で5人世帯の場合

270円x4/10=108円x5人=540円
880円x4/10=352円 =352円

A 呈 L GOD回ー ・・・・・・・・・・減税額

① 

① 

一
小
連

中
一
命 {意

志

老
人
を
守
る
た

め
便
所
だ
け
は

屋
内
に

寒
さ
が
敵
の

脳

卒

中

十
月
一
日
を
も
っ
て
、
長
浜

町
消
防
団
員
が
改
選
さ
れ
ま
し

た。
新
し
く
選
ば
れ
た
役
員
は
、

次
の
方
々
で
す
。

団
長
一
宮
亀
久
雄
(
白
滝
)

副

グ

戎

忠

男

(

長

浜

)

申
耳

で

消
防
団
役
員
が

町
は
明
る
く

の
び
て
ゆ
く

改
選
さ
れ
ま
し
た

分
団
長
久
保
勝
輔
(
長
浜
)

グ
山
本
好
光
(
車
宵
島
)

が

後

藤

実

(

今

坊

)

か
宇
都
宮
達
夫
会
柿
生
)

庁
畑
山
鶴
夫
(
出
海
)

が
小
西
考
夫
(
蓑
茂
)

M

河
村
明
(
旦
〈
白
滝
〉

部

長

渡

辺

繁

(

長

浜

)

庁
島
田
寅
男
(
仁
久
)

グ
二
宮
義
徳
(
沖
浦
)

箇
岡
正
則
(
黒
田
)

グ
田
淵
金
定
(
長
浜
)

尉

鶴

崎

敏

行

(

か

)

グ
市
川
濁
一
一
一
(
青
島
)

グ
津
田
忠
士
(
今
坊
)

グ

東

春

秀

(

M

)

。
宝
木
豊
隆
(
櫛
生
)

高
橋
二
口
問

(

H

)

グ
沢
井
重
夫
(
須
沢
)

グ

村

本

徹

(

出

海

)

池
田
喜
美
夫
(
長
浜
)

グ
大
津
道
中
心
(
下
須
戒
)

グ
向
井
数
美
(
上
老
松
)

大

成

浮

(

豊

茂

)

尾
上
正
一
二
(
白
滝
)

グ

山

本

正

(

戒

川

)

グ

山

城

博

愛

(

柴

)

阜

大

塚

勉

(

白

滝

)

(
班
長
は
、
紙
面
の
都
合
に

よ
り
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
)

、¥

お
米
屋
さ
ん
の

公
休
日第

三
日
曜
日

米
穀
小
売
組
合
の
申
し
合
わ

ポ
ン
プ
百
よ
り

せ
で
第
一
二
日
曜
日
が
公
休
日
に

き
ま
り
ま
し
た
。

陣盛田園

っ一一……一-一一一

Sb 

~t 



唱で甘明戸号、可吋吉芝町雪空夜~聖夜すさ将と笠宮主主主ヨ'!."':":玄さ~Ji''';5'む船戸ぐ明んじ勾仏ウ

~ 

第 82号

み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う

、
こ
ざ
い
ま
し
た

lrd同

「

保

険

料

は

年

金

問

い

ず

れ

も

今

の

う

:

:

資

格

喪

失

届

(

会

社

に

ひ

き

つ

づ

い

て

一

年

以

上

保

で

保

険

料

を

納

め

て

、

六

十

料

引

を

す

日

民

年

金

一

』

吋

ら

三

十

五

才

ま

で

詰

幻

一

γ
諸

問

。

一

明

日

付

住

所

①

険

料

川

町

方

で

五

け

い

守

れ

れ

け

{

d
イ

品

付

柑

買

/

品

管

ド

同

一

三

十

六

才

か

ら

六

十

才

ま

で

せ

ん

。

。

保

険

料

を

納

め

ら

れ

な

い

方

身

体

に

障

害

(

法

に

定

め

六

十

才

か

ら

減

額

し

て

支

給

す
ぐ

ι事

舗

を

は

日

日

日

日

れ

れ

ら

れ

た

は

目

的

問

す

ぐ

に

役

場

。

十

時

間

日

年

金

を

受

日

ド

一

一

i
F
3
3さ
れ

れ

一

時

金

け
て
い
る
方
:
:
免
除
該
当
三
万
円
】
二
級
障
害
は
二
万
三
年
以
上
保
険
料
を
納
め

」
こ
の
保
険
料
に
さ
ら
に

O
年
金
を
も
ら
え
る
方
裁

昭
和
三
十
八
年
度
心
共
同
募
二
境
を
ま
ず
よ
く
し
な
け
れ
ば

E

国

民

年

金

は

ど

う

し

て

国

民

が

、

ひ

と

し

く

国

史

定

請

求

書

届

(

法

律

上

保

険

料

を

納

め

四

千

円

。

(

以

上

障

害

年

金

て

い

た

被

保

険

者

が

死

亡

し

金

運

動

に

つ

き

ま

し

て

、

共

旦

ら

な

い

。

」

と

い

う

こ

と

を

む

で

き

た

か

障

と

お

た

が

い

の

責

任

L

国

が

(

問

円

に

は

叩

円

)

を

。

加

入

資

格

の

で

き

た

方

な

く

て

よ

い

き

)

た

と

き

に

支

給

さ

れ

ま

す

。

一

募

金

推

進

委

員

の

各

位

を

初

め

-

本

に

し

て

、

自

主

的

に

町

内

各

て

、

年

金

が

受

け

ら

れ

る

印

円

に

は

祁

円

資

格

取

得

届

福

祉

年

金

を

も

ら

え

る

①

妻

の

場

合

、

遺

族

が

も

ら

い

一

各
関
係
団
体
の
温
い
ご
協
力
土
地
区
で
結
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
愛

M

漁
組
問
比
日
時
間
十
時
間
十
に
と
い
う
強
い
要
ー
に
よ
加
え
て
月
々
積
立
て
ま
す

0

0
加

入

資

格

の

な

く

な

っ

た

方

方

で

手

続

を

し

て

い

な

満

話

促

μ
き
日
時
ら
に
母
子
年
金
な
ど
の
要
件
一

い

た

だ

き

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

一

堂

を

中

区

、

町

民

総

ぐ

る

が

恩

給

や

厚

生

年

金

(

会

社

や

工

で

ま

た

も

の

で

す

一

つ

主

計

駅

前

心

計

nzω
知
L
U
Jい

方

は

早

く

役

場

へ

届

未

満

)

の

子

が

あ

る

と

き

訪

日

け

い

日

一

あ

わ

せ

一

い
れ
U
1
1浜
中
学
校
生
徒
会
一
日

r
J訪
日

比

リ

監

弓

場

で

働

い

て

い

る

人

の

年

金

)

ど

の

よ

う

な

人

が

ヨ

か

の

夜

十

二

時

に

は

、

ぉ

寺

で

百

八

つ

と

し

た

の

だ

と

い

わ

れ

f

出

を

一

万

九

千

二

百

円

、

と

こ

ろ

で

、

一

一

の

恩

恵

を

う

け

る

こ

と

の

で

き

す

る

か

」

百

八

つ

の

鐙

を

鳴

ら

し

ま

す

。

て

い

ま

す

。

〈

請

求

期

限

は

、

昭

和

三

十

九

子

二

人

目

か

ら

は

、

四

千

J

一

の
み
な
さ
ん
は
、
街
頭
募
金
、
一
環
境
の
中
で
育
つ
よ
う
努
め
る
グ
な
い
か
た
が
た
の
た
め
に
、
全
別
表
一
参
照
一
〈
と
れ
を
除
夜
の
鐘
と
い
い
、
鐙
百
八
つ
の
ぼ
ん
の
う
を
除
く
〈
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
百
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
(
以
だ
れ
で
も
元
気
な
聞
は
、
白
一

一

一

一

部

点

E
J…
一

一

一

一

一

一

一

一

一

続

々

ふ

え

る

一

部

出

一

山

叫

ん

間

一

山

一

部

)

以

山

口

M
M計
十

い

わ

①

上

一

一

一

円

亡

し

子

が

川

町

一

…

…

一

…

出

一

こ

っ

カ

い

を

節

約

し

て

、

募

金

一

十

一

月

十

六

日

、

長

浜

町

愛

蔓

一

)

を

百

八

つ

つ

く

の

も

、

私

達

の

と

い

わ

れ

、

古

人

の

句

に

J

え
る
か
十
八
才
中
木
満
(
廃
疾
の
と
き
不
慮
の
事
故
と
か
災
時
間
は
、
ぃ
一

会

一

月

刊

誌

は

七

日

間

諮

問

臨

時

計

撃

の

ま

と

ニ

る

預

金

者

百

一

一

i

障

害

年

金

、

母

子

1
一

一

一

け

品

目

ゴ

千

三

辻

日

日

一

話

芸

」

記

刊

誌

主

頂

三

た

が

預

金

し

て

四

日

話

時

三

)

ん

劃

市

川

一

一

一

一

除

夜

の

鐘

…

白

円

|

一

戸

仁

川

町

立

討

を

加

入

し

て

と

一

ら

に

強

化

育

成

を

図

る

に

と

が

金

品

預

金

返

一

一

宮

邦

(

町

議

会

議

員

室

(

出

海

)

一

土

問

問

問

だ

以

吉

J
v
f
社
億
年
の
入
一
し
て
、
四
千
八
百
円
つ
つ
が
後
ゃ
、
不
慮
の
事
故
の
際
の
生
一

山

山

崎

月

同

陪

一

決

め

ら

れ

ま

し

た

。

代

表

)

V
井

内

キ

ヨ

カ

(

長

浜

二

網

開

凱

v好
江

主

…

…

…

山

一

凶

一

年

生

会

で

生

他

加

ヲ

一

望

さ

れ

ま

す

o

活
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
い
た

愛

護

班

連

各

こ

の

目

新

し

く

選

ば

れ

た

愛

V

大
野
一
馬
(
民
生
言
、
長
町
母
子
会
長
)

V
大

和

郷

子

供

心

の

預

金

二

一

J

一一JJ
!

日一一一J
一一;i
k
一い一一一一一…一…仁子会一三一

r

t

笠
説
尽

M
f野
一

2

老

令

年

金

、

し

ま

し

ょ

う

。

協

議

会

発

町

昨

日

間

待

守

の

役

員

同

一

ー

マ

1
1
1
I
I
l
l
i
t
-
-
j
j一
一

持

つ

い

ろ

い

ろ

の

悪

い

心

を

落

鐘

つ

い

て

官

官

五

日

現

説

明

「

同

行

い

作

け

ド

l
l
i
l
l
p

五
、
八
百
九
十
万
人
で
、
こ
の
だ
か
ら
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
ら
う
よ
う
に
、

3
、

妻

へ

ち

着

け

て

、

心

書

く

す

る

た

こ

と

し

へ

お

り

る

~

7

7

「

」

ベ

一

チ

i
1
N日
y

新
し
い
年
を
迎
え
る
準
備
に

長
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
会
長
近
藤
佳
次
(
長
浜
)
一
数
は
将
来
人
口
の
一
割
を
占
め
い
る
ど
う
だ
。
こ
れ
で
は
、
親
活
が
送
ら
れ
る
U
ム

し

日

な

で

す

。

男

か

な

と

人

一

金

さ

示

1

3
油

川

刈

辺

町

内

の

皆

様

も

張

り

切

っ

て

は
、
か
ね
て
か
ら
青
少
年
の
非
副
。
村
上
滋
則
す
)
一
て
い
る
と
か
。
た
い
し
た
も
の
孝
行
と
い
う
こ
と
ば
活
え
そ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
?
百
八
つ
と
い
う
語
、
人
間
と
い

2
2
2す
。

鐘

楼

)

一

竺

訣

主

。

一

れ

ふ

編

集

室

一

お

ら

れ

る

こ

と

と

思

い

ま

す

行

防

止

を

中

心

に

、

児

童

愛

護

グ

富

田

運

夫

(

グ

)

一

で

あ

る

。

う

だ

。

思

っ

て

い

る

。

」

~

の

持

つ

悪

い

心

が

百

八

つ

あ

る

に

登

る

時

は

去

年

で

し

た

が

、

と

で

一

厚

に

妻

一

約

よ

す

一

2
2
J
;
;

一
。
町
政
の
上
で
も
、
継
続
す

涯
活
動
の
強
化
策
な
ど
を
話
し
常
任
委
員
一
数
日
前
見
た
新
聞
に
百
二
才
外
国
で
は
、
道
徳
の
時
閣
に
(
作
文
は
、
原
文
の
ま
ま
L
)
と
い
う
考
え
方
と
、
も
う
一
つ
つ
き
終
っ
て
お
り
る
と
き
は
、
)
一
肌
一
則
的
加
等
一
与
竺
。
こ
と
し
も
、
も
う
す
ぐ
終
る
未
解
決
の
も
の
や
、
新
し

計

百

片

品

…

一

一

日

一

日

間

二

住

吉

川

河

V
-
J
-主
九

一

一

1
5
-
J
F一
目

立

け

い

一

一

五

日

1
2
2と
い

一

一

一

品

川

町

一

明

一

ろ

円

駐

日

γ
れ

れ

い

昨

日

1
u
h計
れ

れ

問
題
は
、
た
だ
、
た
ん
に
、
学

M

清

水

猛

(

喜

一

た

が

、

本

当

1
日
本
一
の
年
よ
れ
れ
ト
ん
じ
て
も
よ
〈
で

L
i
l
l
i
-
-七
t
z
J
I
-
-
(
)
I
1
I
t
-
-
(
1
i石
一

。

。

-

3

J

U
長
選
挙
に
よ
っ
て
、
首
長
度
で
、
取
り
く
ま
ね
ば
な
り

r
F…計
一

…

一

王

山

町

一

一

一

一

一

一

日

目

立

主

同

日

立

期

待

丈

れ

る

一

川

一

引

正

一

日

イ

許

可

れ

ど

ま

J
Uド
コ
こ
そ
は

E

M
f
-
F
E

一

日

時

一

百

一

昨

昨

日

日

一

」

二

一

一

一

一

一

一

日

…

…

ι
V
Y一@
$

金

田

買

の

活

動

一

…

一

一

一

一

v
p一

日

目

当

事

口

一

一

一

一

一

一

一

川

「
老
人
の
福
祉

t
i
l
j十
ト

!

日

目

M
Aは
け

れ

後

生

活

主

っ

て

い

く

の

が

よ

一

l
長

浜

高

校

?

一

山

一

日

間

一

昨

器

7時
同

町

五

日

日

、

一

民

間

口

付

ヰ

;

い

;

十

新

聞

に

も

こ

の

お

ば

あ

さ

ん

の

U
U
Uド
h三
社

会

を

よ

く

し

、

町

1

2、
V
@
Y
E
の
今
年
の
七
、
養
老
院
慰
問
(
官
官
一
入
訂
了

3

一
室
、
隣
保
舘
建
築
、
養
老
院
ま
し
ょ
え
そ
し
て
、
来
年

札

襲

警

護

)

家

の

人

は

と

て

も

や

さ

し

く

す

一

〈

美

し

〈

住

み

よ

く

す

る

た

一

動

き

を

お

伝

え

致

し

ま

す

。

)

ぼ

「

ー

卜

ー

ー

し

拡

張

、

等

々

の

着

工

、

海

運

も

ガ

ツ

チ

リ

と

ス

ク

ラ

ム

を

秀

作

見

運

ー

い

っ

;

か

し

ド

…

日

吋

在

日

ハ

一

一

日

立

計

五

日

間

中
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よ
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。
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懸
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た
い
と
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思
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た
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滝
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。
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。
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櫛
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茂
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。
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光
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を
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み
な
さ
ん
、
気
軽
に
、
そ
し

て
、
何
ん
で
も
相
談
し
て
下
さ

i--

し、。

な
お
、
毎
月
十
日
の
相
談
日
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